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「やまなし介護感動ストーリー大賞」準グランプリ受賞作品

「お兄ちゃん、ボタンつけて」若林大貴
　私は介護の仕事に就きまだ��カ月の新人です。以前は営業のサラリーマンとして�� 年間働いてい
ました。大好きだった祖父の死を大きなきっかけに、介護の世界でご本人やご家族の支えになりたいと
思い転職しました。経験が全く無い中でのスタートのため、先輩スタッフの方々との介護知識や介助技
術に大きな差を感じます。心折れそうになる毎日。
　その中でも大きな喜びを感じる出来ごとがありました。１人のおばあちゃんのお洋服のボタンが取れ
てしまい「お兄ちゃん、ボタンつけて」とお願いを受けました。不器用なうえ、裁縫は得意ではありま
せんが、ボタンの１つくらいならと思い引き受けました。一生懸命ボタンをとめ直したお洋服をお返し
すると「ありがとう」と、満面の笑顔で受け取ってくれました。私は小さな達成感に浸っていると、そ
の方が今度は涙を流していたのです。慌ててどうされたのかお尋ねすると「息子に優しくしてもらった
ような気持ちがして、嬉しくて嬉しくて涙が出ただよ」と話してくれました。その方には離れて住む息
子様がいらっしゃいます。男性の私がお手伝いしたことで、大好きな息子様の姿と重なり、嬉しさが涙
として込みあげてきたとの事でした。ボタンを直すことは些細なことです。しかし、その些細な優しさ
１つで時に涙を流すほど喜び、感謝の気持ちを直接伝えて頂ける。介護の仕事の楽しさや喜び、心の温
かさを感じました。介護の仕事に就き、本当に良かったです。
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